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甲状艨小胞上皮細胞 の 機能 と細胞膜表面構造
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甲状腺小胞上皮 細胞 を材料 と し，細胞 の 機能

状態と細胞膜表面構造 との 関連 を追求 した Q

無 処理又 は TSH 処理 ラ ッ ト
，

マ ウス 甲状腺未

固定凍結切 片 を作製 ， 洗浄 ，
ア ル デ ヒ ド前固

定後 concanavalinA ，Bauhinia 　purpu −

rea 　a 亙ba　hemaggtutinin等に対する ferr−

itin　conjugate （Fer−ConA ，　Fer−BめH）と 反

応さ せ，通常 の 電顕包埋標本 を作製，検鏡した

　Fer −ConA は
， 機能亢進像を示 さ な い 細胞

の 小胞腔 に 面 した 形質膜 の 微絨毛部に 反応陽

性 で あ り ，
ferriUn粒子 は特有な cluster を

な し て 分布す る が，微絨毛 相互 の 間 の 部位 で

は 反応微弱で あ り cluster は 認め に くい
。 機

能亢進像の 明瞭な 細胞 で は 微絨毛 と微絨毛 と

の 間 の 形質膜 に お い て 典型 的な clustering

を呈 す る 。

　 Fer − BpH 陽性反応 は 微絨毛部形質膜表面

に ほ ぼ限局 し，機能亢進像 の 有無に よ る変動

は な い よ うで あ る 。

　細 胞 の 機能状態 に 応 じ た Phytohemaggl−

utinin 結合部位分布様式の 変動は thyro −

g 正obulin 再吸収 過程 と関連 し た細胞膜 の あ

る特定 の 状態を反映 し て い る と考 え られ る 。
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脾 臓 リン パ 球細胞膜糖質 の 細 胞化単 的研 究
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細 胞膜多糖 の 性 質を 推定 す る た め ラ
ッ

ト脾臓

リ ン パ 球に レ ク チ ン を作 用させ た ときの 細 胞

膜糖 tj セ プ タ ー分 布の 変化 が 各 種 の 糖染色法

を 用 い て 検 出さ れ る膜 多糖 の 分 布 に 与え る 影

響 を 調 べ た 。
レ ク チ ン と して は コ ン カ ナ バ V

ン A （ConA ）と e マ 凝集素 〔RCA ）を 用 い 螢光

標識 した レ ク チ ン 染 色に よ リレ ク チ ン リセ ブ

タ
ー

の 分布 を 観察 した 。
ConA ．RCA 処理

は と もに そ の V セ プ タ
ーの Gap 形成を ひ き起

こ す。 GonA で 前処理 した細 胞を固定後一RCA

リ セ ブ タ
ーO 検出 を行 う と こ の リセ ブ タ

ー．
は

Cap を 形成 して お り、固定後 ConA 処理 した

細胞の 同 リセ プ タ
．．一分 布 とは相 異 して い る 。

こ れ は OonA 及 び ROA 両 リ セ ブ タ
ー

の 関連

性 を 示唆す る 。 また ConA 処理 は 細胞膜 の ア

ル シ ア ン 青可染性酸性多糖 の 分 布 に 影響 を 与

える。 こ の よ うな レ ク チ ン に よ る 二 重処理及

び レ ク チ ン 処 理 と 他 の 糖 染色法 との 併 用実 験

は細胞膜多糖 の 惶 質を推定す る の に 有 効 な 手

段と な る も の で あ る o
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